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Abstract: This paper introduces “Large-scale Maps of Kyoto City (Kyoto-shi meisai-zu)” and 

discusses city planning of Kyoto city using the maps in the context of Historical GIS. The Maps 

consist of 291 of paper maps, published in 1927 and revised till 1951. Made for fire insurance purposes, 

these maps contain various kinds of building-related information necessary to prevent fire. These 

various kinds of information related to buildings was color-coded and continued to be added to the 

maps by hand. Additionally, the Maps is considered to be the relation with the land readjustment 

projects in Kyoto City. Such rich information of “Large-scale Maps of Kyoto City” can contribute 

greatly to the development of historical research of modern Kyoto.  

Keywords: 京都市明細図 (Large-scale Maps of Kyoto City), 都市計画(City Planning), 近代京都 

(Modern Kyoto ), 歴史 GIS (Historical GIS) 

 

1. はじめに 

 立命館大学では，アート・リサーチセンターが中

心となって，文部科学省 21 世紀 COE プログラム

（2002-06）とグローバル COE プログラム（2007-11）

の 2つの COE プログラムを展開した．その研究グル

ープの一つである「バーチャル京都プロジェクト」

は，歴史都市京都に関するあらゆる地理・空間情報

を収集し，GIS 化を行うものである．それは，近年

盛んな歴史 GIS を実践するものであり，プロジェク

トの展開によって様々な GIS データベースが構築

されてきた（矢野ほか，2007・2011）． 

 本稿は，バーチャル京都プロジェクトの成果の 1

つである，『京都市明細図』（京都府立総合資料館所

蔵）の GIS データベースについて，矢野ほか（2011）

以降の新たな知見を取り上げ，近代京都における土

地利用区画について若干の検討を加える． 

 

2.『京都市明細図』の GIS データベース 

2.1 『京都市明細図』の概要 

 『京都市明細図』は，京都府立総合資料館が所蔵

する 1,200 分の 1 の大縮尺地図である．1980 年代

に京都府から総合資料館に持ち込まれ，2010 年秋

に公開された．『京都市明細図』は，1927（昭和 2）

年に大日本聯合火災保険協会によって作製された

ものであり，作製者や表紙の記述から，近代におい

て都市部を中心に作製された火災保険特殊地図の

一つと考えられる．日本の火災保険特殊地図は，保

険料率の算定のため，1928 年頃から 1955 年頃まで
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作製された．牛垣（2010）は，都市製図社により作

製された火災保険特殊地図を取り上げ，近代の都市

研究への活用を試みている． 

『京都市明細図』は，都市製図社によるものでは

なく，また刊行後も 1951（昭和 26）年頃まで，原

図上に訂正・加筆等が行なわれているという特徴を

有する．『京都市明細図』の作製範囲は，1918（大

正 7）年の合併後の京都市域に相当し， 図面 286

枚の他，索引図 5枚の計 291 枚で構成される．1927

年時点では，町名・地番・建物階数と特徴的な建物

名などが記載され，後に図の修正や書き込みがなさ

れ，建物ごとの「事業所」，「住宅」，「社寺」，「工場」

などの色分け，「事業所」には業種や店名が明記さ

れたと考えられている．また，大規模な土地利用の

変更に伴って更新図が貼附されている(福島ほか，

2011)． 

 ただし，刊行後の加筆や修正，添付をいつ誰が施

したのか，資料公開から 3年余り経過した現在でも

判然としておらず，着色や業種，店名の加筆が戦後

のものであることのみが明らかである．他の火災保

険特殊地図と同様，『京都市明細図』の記載内容か

らも，近代の都市景観を詳細に復原するとともに，

当図の書誌情報の解明を試みる必要がある．そこで，

命館大学アート・リサーチセンターでは，京都府立

総合資料館と連携し，『京都市明細図』のデジタル

化と GIS 化を実施した． 

 

2.2 『京都市明細図』の GIS データベースとその

問題点
 

デジタル画像は，2011 年 7 月末より京都府総合

資料館の web サイト，「京の記憶ライブラリ」にて

公開されている（http://kyoto-shiryokan.jp/ 

kyoto-memory/index.php）． 

 次に，現在の京都市デジタルマップをベースとし

て ArcGIS のレクティファイ機能を用いてジオレフ

ァレンスを行い，余白をクリップ機能で除き，全域

を一覧できるように加工した（図-1）．さらに，明

細図に掲載されている建物 1 棟毎をポリゴンとし

て，また建物への着色をポイントとしてベクタ化し，

建物用途・階数・業種などを属性として入力した． 

 その結果，単純に建物の外形をトレースすること

で作成されポリゴンの数は 164,321 であった．しか

し，その数字をそのまま当時の建物数と捉えること

はできないため，戦前から戦後にかけてこの範囲に

約 164,000 件の建物があったと述べるにとどめて

おきたい．一方，ポイントの数は約 147,200 であっ

た．ただし，『京都市明細図』への加筆・修正が複

雑であるため，建物の外形のトレースや色の把握の

難しい場合が多くあった．ベクタデータは，今後分

析を進める過程において適宜修正していく必要が

ある（加藤ほか，2014）． 

特に，先述した更新図上の建物情報や着色の描画

にトレースの難しい部分がみられ，更新図が添付さ

れる以前の原図の情報も確認する必要性があると

考えた． 

 

3. 更新図の貼付と原図における土地利用の復

原：御土居の痕跡を事例に 

『京都市明細図』には，1927 年の原図に更新図

が貼付されている部分がある．具体的には，更新図

が貼附された図郭は 154 枚であった（図-1）．それ

らは，刊行後，市街地が急速に進められた地域であ

る（福島，2012）． 

ところで，更新図が貼附された図では，原図に何

が描かれていたのか，貼付された図を剥がさなけれ

ばわからない．そこで，資料を傷つけずにその情報

を得るため当該図幅の赤外線撮影を行った．赤外線

撮影は，近年デジタルアーカイブ分野で非接触によ

る透過手法として注目されており，絵画資料の下書

きや判読困難な木簡など，劣化の危険性のある歴史



 

資料調査において有効な手法である．その結果，京

都駅南部や下鴨地域では，宅地開発と共に暗渠とな

った河川が新たに明らかとなり，当該年代の都市計

画図等では既に描かれていない細密な区画割を読

み取ることができた（矢野ほか，2011）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 1 『京都市明細図』の全域と御土居
 

 

特に，御土居のあった部分の図郭では，御土居の

存在した頃とそれ以降の変容が詳細に確認できた．

『京都市明細図』の図郭番号 NW66（現在の京都市

中京区，西大路御池の交差点の北側周辺）には更新

図が添付されている．更新図には旧天神川の流路や，

点線と実線により区画が記されている．そして現在

も史跡として指定されている御土居の一部が描か

れている． 

NW66 に描かれたごく一部の御土居の南北をよく

見ると，それに続くような 2本のラインを読み取る

ことができる．そこで，赤外線によって撮影された

NW66 の画像と比較した．その結果，原図，すなわ

ち 1927 年の段階では，その 2 本のラインがある付

近に御土居の描画があることを確認できた．仮製図

と比較しても，御土居に続く 2本のラインは，御土

居の跡を示していた． 

NW66 の図郭では，御土居が描かれた原図に，御

土居のない更新図が貼付されているが，その貼付さ

れた更新図には御土居の跡がきちんと描画されて

いた．御土居の解体により当該地域の景観は変貌を

遂げた．ただ，過去の状況は更新図の貼付によりか

き消されたように見受けられたものの，2本のライ

ンにより，御土居の位置が残されていた． 

 

4. 複雑な描画と土地区画整理との関係 

NW66 では，添付された更新図に御土居の跡を示

す 2本のラインが確認された．さらに，そのライン

に沿うように点線で区画が描かれている．一方，御

土居を崩した後の新しい区画は実線で描かれてい

る．そして，その実線に沿うように，着色された建

物が描かれていることを確認できる．このように，

実線と点線による区画の描画は，御土居の有無に沿

っていることから，新しい区画は実線で，過去の区

画は点線で表記していると推察される． 

NW66 周辺の図郭には，こうした実線や点線によ

る区画の描画が多数見受けられる．例えば NW66 の

北側の NW69 では，非常に複雑な描画が見られる． 

NW69 には，天神川の旧流路と改修後の流路とが

描かれている．ただし，点線も実線も旧流路に沿っ

て描かれている．改修後の天神川の流路は，実線の

新しい区画の上に描かれてり，またこの図の建物へ

の着色は，点線の旧区画や天神川の旧流路，さらに 

実線の新しい区画を無視し，改修後の天神川に沿っ

て施されている．天神川の旧流路の真上に着色され

た建物が描かれている部分もみられる．よって，

御土居 

NW69 
NW66 



 

NW69 付近では，天神川の旧流路に沿って新しい区

画が計画されたものの，後に天神川の改修が行われ

たと推察される．すなわち，NW69 では，原図の上

に更新図が貼られているが，その更新図には，天神

川の旧流路とそれに沿う点線の区画，天神川の旧流

路に沿う区画整理後の実線の区画，改修後の天神川 

の流路，そして戦後の建物への着色と，複数の年代

の情報がうまく一枚に収められていると考えられ

る． 

更新図の貼付の時期については，福島ほか（2012）

が検討を加えており，「1927 年 7 月までの近い時期

に作成され，その後，土地区画等の変更によって，

少なくとも 1942（昭和 12）年 5 月まで部分的な更

新が行われた」と指摘している.京都市では 1920 年

代後半以降に，土地区画整理事業が都市計画事業の

一部として実施された（中川，2008）．『京都市明細

図』における更新図が添付された原図，さらに更新

図における描画の詳細を読み解くことで，京都市の

土地区画整理事業前後の詳細な土地利用を把握で

きるのではと考える． 

 

5．おわりに 

本稿は，1927 年に刊行された『京都市明細図』

について，その GIS データベースの構築について述

べつつ，その構築過程で見えてきた当図の描画の特

徴について言及した． 

『京都市明細図』は，当初，火災保険特殊地図と

して刊行されたものの，着色や事業所の加筆により

住宅地図のような機能を果たし，また土地区画整理

においても利用された可能性のある非常に複雑な

地図である．ただし，『京都市明細図』は，近代京

都の都市景観を知るうえで重要な地図であるもの

の，未だ多くの謎をもつ．複雑な記載内容を深く理

解するためには，GIS データベースの構築はもちろ

ん，文化財資料アーカイブ技術の一つである赤外線

撮影を古地図の分析に援用することで，より詳細な

過去の景観復原が可能となることが明らかとなっ

た．また，より精確な京都の都市景観を復原するた

めには，「バーチャル京都」プロジェクトにおいて

作成された様々なデータベースとの質—量的な空間

分析も不可欠である． 
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